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 ２本のオクチル基をジチエニルコア両末端に持つ化合物は

高次秩序中間相を持ち、10-1cm2	
 V-1s-1オーダのホール移動度を

示す。１）粉末 X 線回折及びディラトメトリー法による構造解

析からは中間相はスメクチック液晶相様の層状構造を持つ柔

粘性相であり、結晶構造はその中間相での分子運動を抑制した形の３次元格子を持つ。結晶の融

解に伴う分子運動の増大は低秩序への変化であり分子中心のπ電子縮合環間の相互作用は減少す

る結果、一般的にはキャリヤ移動度は低下する。同じ電子状態を持ち、アルキル鎖長の異なる２

種の化合物の混合系では、結晶では新たな格子空間が形成されるか、或は相分離による均一配向

ドメインの分化が進むと考えられる。液晶性化合物のアルキル同族列間の混合系では、同一液晶

相間に混和性が認められることから混合系液晶相を経由する結晶化の進行が混合結晶の成長を促

すことが期待される。本発表では、２本のアルキル鎖を有するジチエニルナフタレンの同族列

（nTNATn:	
 n はアルキル炭素数）について、その２成分系相図及び TOF 法によりキャリヤ移動度

を検討した結果を報告する。 

	
 図１に 10TNAT10/6TNAT6 の２成分系相図を示す。高

次配向秩序中間相で混和性を示すことから 6TNAT6 の

高次中間相は 10TNAT10 と同じ配向構造を持つことが

示唆される。しかし、結晶相の融点では共融組成が判

然としない。一方、キャリヤ移動度は混合物

（10TNAT10/6TNAT6=3:7）においても同様のレベル（〜

0.1	
 cm2	
 /Vs）にあり、移動度の低下は確認されない。 
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Fig. 1 A binary phase diagram of 

10TNAT10 and 6TNAT6. Iso:isotropic 

liquid, M:mesophase, Cryst: crystal.  
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